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(Vitti ns ka s jtti t aよ り)Sever-3遍 igttFija

F.ピ ξ虜び藷θ Fプ ご√燿∫廣θ βFa♂ θ 鬱
(Vidi量 地方の女性の臨り)

陸形 :ベ ル トホール ド (す ばや く錘む》

ホ椰   Fig-1
1  俸を左繭方へ饉け、左足 0そ ぱに右足でスタンプ 2回

2  右足その場にステ ップ (Ctl)ホ ップと同時に左膠を前に上

げ轟 (ct2)

3  左 ―右 とその場でシザーズ

4  右足 2回 ホ ップ、左闘鐘前 にその まま上げている

5～ 6 3～ 4陛 簾 り返す

7  左足前方はヒールタッチ (Ctl}在足その位置にステ ップ
(ci2)

8  7を 通足で行をつ

rig-2
1  その場で左足ステ ツプ (Ct勤 右足そぱ鍾スタンプ〔Ct2)

2  1を 逆足で行なう
8～ 4 その場に電ヽ さ く左薦左と踏む  この時上体全身も左右左と

鑑らす (CtSl,2,3-4)

3～ 7 右足より正面へ 6歩 小さくランニングステップで前進 (Cn

～6)l歩ずつ体重移動をす るように体を右一渥シ・‐と揺 うし

たがら進むように  響 L塾三些工鷹鷺邊≦豊K
8  右足を鑢えながらバウンス :Cti)ホ ール ド(ct2}



くic量 3と oV!雄 insko 日oro》

螂   Fig-3
1  左足な右足繭 に交差 してス テ ップ (Ct‖ 鷺右 足そ鍛鰺ステ ッ

プ (ct2)

2  左足 もとの位載 に戻 してステ ップ (ctl)灘右足その鍵 ステ ッ

プ (ct2)

X‐―このステ ップ :ま 足を地面か ら審全 鍾難 して しまわな

、   いようにす る こと

3  1を 維 り返す
4  左足を右足 に機 え なが らバ ウ ンス (ctl)ホ ール ド (ct2)

3～ 8 1～ 4を 遊足で行 を う

Fig-4
1～ 4 右足よ り 8歩 ラ ンニ ングステ ップで後退 (ctsi～ 8)こ の と豊

5～ 6 右雄前 に上げて左 足 ホ ップ 4回 (cts卜 4)

7～ 8 右足ステ ップ (ctl)左 足前 に上げて右足ホ ップ 2回 〔ξisP,動

左足その場 でステ ップ (ci4)

Fig-5

1～ 8 Fig-1と 同 じ

Fis-3
1～ 2 左右左 と後 退す る (cts卜3)左足ホ ップ し、右足前 に上げ る

(ct4)

3  右足ステ ップ 〔ct講 右足ホ ップ し、左 足繭 に上げる (ct2)
4  8を 遊足で行 をうが、上げた右足鐘 ヒールを 内一外 と向け
るように して朦か ら下 薩動かす (CiSl.2)

3  右足 ヒーールを左 足藍ヘ タ ッチ (ctl)右 足そ こへ体重 をおい

たステ ップ (Ct2)
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6  左足ステ ップパ ック (ctil右 足褒 にステ ップ (ct2)
7  奪足その前へ交差ステ ップ (ctl)右足ステ ップパ ック (ct21
8  左足左 に リープ ゎっつ ステ ップを鰺む (cti}右足そのそぽ
にス タンプ (ct2)

Fig-7
1～ 8 右足横ヘステ ップ、左足後 ろヘステ ップ、右 足横ヘ ステ ッ

プ、左足前ヘ ステ ップ、 と右方 へ燿進 (ct卜 4)

0～ 6 量～ 2を あと 2回 繰 り返す
7-・/8 左足ホ ップと同時 に体を左 にひお り、右足を艤 曲げて前 に

呼∫き上げ る (cti}そ の場で右左 右 とステ ップ (o底 s2,3,4)

0～ 16 1～ 8を 逆方向へ逆足で行 なう

rig-8

1～ 2 右足よ リヒールステ ップ、 ヒールステ ップと前進
8～ 4 右左右左 と 4歩 後退
s―_3 rig-3の 5～ 8に 同 じ

0～ 16 1～ 8を 逆 足よ う畿 り返す

Fig-9
1～ S Fis-8の 1～ 8に 同 じだが .3～ 4は機選せずベル ト

菫二塑憂おれ範め量から前進する
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Starting Po8it‡ GmtLesa 2a Pojas
Tホ ール ドである
“ドン ドン

フ
という音のあとに始まる

Fig´ l
小 節
l   全饉をいれてずいずしヽっと右足より正面ヘヒールリー ドのツーステッ

プで進む (cts.1,卜 ,討
2   左足より繰 り返す
3   右足右ヘステップ (Ct.1)、 左足その後ろ (ct.卜 )、 右足右ヘステップ (c

t.2)

4   両足ジャンプ (ct.1)、 左足ホップし右足前へ上げる (ct.2)
5   右足ステップ (ct。 1)ホ ップし、左足左前へ上げる (ct.2)
6   左ヘシャッセのように、ステップ、クローズ、ステップで個進
7   両足ジャンプ (Ct,1)、 右足ホデプした足前へ上げる (ct.2)
8   小節 7を遂足で
9-18 小節 1～ 8を繰 り返す

Fig-2

1   右足右 (ct_1).左足その前 (ct.卜 )、 右足右 (ct,2)、 左足その後ろ〔ct.
卜)と 、右方ヘグレープバイン制進

宏   ′∫ヽ節 1を繰 り返す
3   左足ホップ (ct.坤 、右足そぱにスタンプ 4Ct.卜 )、 右足その場にリープ

(ct.2)、 左足そぱにスタンプ (ct.卜 }
4   両足聞いてジャンプ (ct.1)、 開じるようにジャンプ (ct.2:
5-8  ′iヽ節 1～ 名を逆に繰り返す

Fig-3

1-2  Fig-2の 巧ヽ節 3--4に同じ
3   ′』ヽ節 1に 同 じ
4   スクワット (ct,1)、 立つにt.2)
5    ノ1ヽ 1譲 1に同 じ
6   左足その場 にリープし右足右斜跡前に止げる (ct.1)、 聞じる (Ct_2)
7    ノトitt l:こ「 1じ8   左右左とシザーズ
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番lig-4

右足 より正面へ 3回のツーステ ップで繭進
左足その場に リープζノ右足斜轟後ろへ上げるれも.1)、 両足機えてジャ
ンプ (ct。 2)

右足繭方にキックしながらな足後方ヘステップ (億t.1)、 右足そぱ :こ リ
ーープ (ct。 2)、 左塁そばにスタンプ (こ t.卜 }

小節 5を繰 り返 し後退
左右左 と後退 し (ct露 ,1,卜 ,2)、 右罵モばにスタンプ (ct.卜 }
さらに右左右 と後退するが、 3歩目は強 く踏み左足任前へ棒ぱす (cts.
1.卜 ,2)

増ヽ節 ξ～ 8を置足から行 う

Fig-3

右足右斜め繭方より左足にクリックするようにステ ップ (ct.1)、 左鼠
その場にステ ップ Ict,い 、繰 り返す (cts.2,卜 )
寮できないときはステ ップでも可 (ポ カプーっぱ く)
右足その場にリープし左足は後ろへ上げ上体は前に例す (ct.鱒 、左足
その場にステ ップして上体を起 こし (ct.3)、 右足そぱにスタンプ 4ct,
卜)

右足その場にステップ(ct.1)、 左足そぱにスタンプ{ct.卜 l、 選足で繰
り返す (ct.2,い
右足その場にリープしな足を後ろに上げ (ct.1)、 左足を満から前にキ
ック tct.21
小節 1～ 4を通足より繰 り返す
ギュアをま難しいので、コーラーによく聞くこと :

Fig-6

右足前、左足後ろで 2 Eallバ ウンス (cts.1,2)
送足で繰り返す
両足揃えて同様に
左足ホップ (ct.1)、 右足そぱにスタンプ (ct.い 、右足そ命場にステッ
プ (ct.2)、 左足そぱ :こ スタンプ (ct,卜 )
左足左、右足その後ろ、左足左とステップ (ct.1,卜 ,2]、 右足その前をこ
ス:カ ッフ (ct。 い
※ハツェガネにも同様な動きが出てくる
小節 5を通足で繰り返す
メ
!ヽ鶴 4に同し、ただし左足のステップより
右足前で繭足ジャンプ、足を変え左足繭で両足ジャンプ ict3。 1,2)
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Fig～ 7

1-2  左右左右 と、逆足前に檸ば しなから正面ヘ リープで進む (cts。 1,2,3.銹
右足勢をばほ左足スタンプ (ct.卜 )

3-4  Fig-6ゲ ント欝 5～ 6に 同じ
5   左右左とシザーズを鰺む
6-7  Fig-6の だヽ節 4、 7と 同じ
8   な足その場にステップ (ct.1)、 右足モ舎後ろヘステップ (ct.い 、左足
繭に戻してステップじ右足前に回す (ct.2)
※足を前に回すのは、フィギュア8の準備なするたぬ

Fig-8

1   右足壱左足の前にステップ Ict.1)、 左足に戻 してステップ (ct,い 、右
足右ヘステップ (ct.2)、 左足たに戻してステップ (ct。 い

2   小節 1の cts.1,卜 ,2ま で行う
※最後のステップはアク・セントをつ lすて、左足を前へ回すように上げ
る

3-4  ノ』ヽ姉 1～ 2を遂足ょり繰り返す
5-7  ノ1ヽ饉 1の cts.1,卜・8まで行う、通足より繰り返す (cts.卜 ,3.い 、さらに

繰 り返すが最後のct.卜はホール ド(cts.4,卜 ,5,卜 ,参 )
8   右足前で爾足ジャンプ (ct。 1)、 足を変えて左足前で繭足ジャンプ

※右騒を床につをヽてダウンしても可 (ct.静
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こ op s ko Ho r Oを 2

:1]-311gξ ξijこ

RLド :ぬ 12/4

難 影 :Na Lesa(ベ ル トホール ド)

前 奏 :8イー節

S=ス テ ップ,St=ス タ ンプ,H=ホ ップ,K=キ ック ,

」=ジ ャンプ,S]=ス ラ ップ,L=リ ー プ,D=ダ ウンち
P=ポ ーズとする。

I菫 !『 3ittcilol

シ ョップス キー X4

櫛   F tt g― 量
1～ 4 シ ョップスキ ー X4

5  右足若 に S(ct辞 左 足薇 ろに S(ct2)
6  右尾右 に S(cti}右 足 Hと 同時 に左足軽 くK(ct2)
7  左 足前 に S(ct神 左足 Hと 同時 に右足軽 くK ictg〕
8  体 を右 にひね りなが ら若足 S(ctl)左 足モぱ に St(崚 2)
S  左 足後退 S右 足を前 に残 し体を少 し右 にひね る (3[1)
右足同様 に後 退 S(ζ 12)

10  再 足撤 えて J(cil}左 足壼右 足 シ ャー プに上げる に[1)

Fig-2
1～ 4 シ ョップス キ ー X4

5～ 8 Fig-1の 5～ 8に 同 じ

9  8を 達足で行 な う



小 露

10～ 1l Flg-1の 辞～ ::こ 同 じ             ‐

r二 ご -6

1～ 4 シ ョップス キー x4

5  Fig-1の 3に 同 じ

G～ 7 Fig-1の 6～ 7に 同 じ

8～ 9 Fig-1の 6～ 7に 同 じ

10～ 12 Fig-1の 8～ loに 同 じ

Fig-4
1～ 4 シ ョップスキー X4

5  Fig-1の 6に 同 じ

6  F tt g-1の 6に 同 じ (ュΩ時ホニ 2狂二宣畿壷■ )
7  Fig-1の 7に 同 じ

B  Fig-1の 6に 同 じ

9～ 10 左 足 S(cti}右 足前 ′、譲 を仲ぱ してあげ、左 足 HX3
(cts2.3.4)左 を向 く

11～ 12 右 足 を左斜 め前 SIX2、 この時左足 は H× 2
18～ 14 左 向 きのま ま右 足 s左 足 Sl(clsl1 2)左 足 S右 足 Sl

(cis3,4)

15～ 80 0～ 14を 逆足 で逆 向 きに行な う
21  目心 を向 き左足 S tttl}右 足そぱ鍾 St
21～ 24 6歩 Ruttn i ngで 後退 (Otsl,2,3,4,5,S,)こ の時 、

締 めていたホール ドを徐 々にといて い く

Fig-5
1～ 4 シ ョップス キー ×4
5～ 8 Fig-3の 3～ 8に 同 じ
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澤

9  左 足前 に強 くS右 足後 ろ =シ
ャープ
=上 げ
る ict ll

右 足 S― B a c k lo12:         「 1・ ツ′` J

10  9を 繰 り返す               「 イ ツ′■J

ll～ 10 左足前 に S iCtil左 足 Hし 、若 足を前 に上げ る it i]|

右 足 Lし 、左足 を前 に上げ る (Ct3)左 足前 に Sぼ Ct4)

18～ 14 Fig-1鍛 0～ 10鍾 同 じ    i「 ヘー イオ ッパ :J

Fig-6

1～ 4 シ ョップスキー X4

3  右足を左足の前 に シ ヤ‐―プに L、 右 に庵 くように体を

ひね る (cti}左 足を右足の前 に S(Ct3)

6  5を 繰 り返す

7  右足 をその場で l′ (Cil}左 足前 [こ Sl(ct2}

8 
「
is-1の 9の よ うに後退

9～ il 左足 か らシ 婁ップスキー × 3だ が 3国 目の Ct2で

シ ャープに右足を上げ体を左 に鰻け る

12  若 足 を左 足のモぱやや後 ろ に S iCtl)主 足戻 して Sに :勢

18  左足 のH(Ctl)右 足 Sl(Ct21

14～ 16 その場で lS, S:}X8を 交互 鍾行 なう (Ctsl,2,3,4.5,動

1『 ～ 13 Slし た場所 に左 足 S tctsl,2)左 足 Hと 同時 に右 足を

後 ろへ回す (Ct8)右 足 S(Ct4)

10  左 ―右 と S

20  左 足か らシ ョップス キー Xl

Fis-7

1～ 2 右足か らLODへ Running TwO S(Ctlと 2,3曇

3  同心 に向 き左足を銭 しなが ら右足 S,Hし て進む

4  左 足か ら S,Hし なが らLODへ 進む



,多

5  主最 Hし 右足を前から若、後へと回 し (Ctl}、 左足の後

ろ‐、S,円 心向きとなる特i2'

6ヽ こ 薫=こ 左足
か らの IS,K■ 13で 前達

9  右足 S(cを 1)左 足を後ろから繭へ軽 く優すようにもって

くる (ct2)

10  その場で左右左と 3歩錢む (Ctt,2}

11  0を 維 り返す
12  右膝を床 につ くように 」―D(Ctl)P(012)

18～ 14 そのまま肩を右左右と後ろに 31く ように して撮る この

とき、 Fイ ッノヽ ッハ :」 とかけ声なね (ctsl,0,3)P(Ct4)

15  立ち上が って若足 S(cti}そ の側に左星 St(Cを 2)

16  Fig-1の 9～ 10を   行なう

FIg-8
1～ 10 シ ョップスキー X10

H  Fig-3の 5と 同 じ

12  右足L(Ctl)左 足 S Hc12)

18  左足その位置 に S(Ctll壼 し、右足を前か ら後ろへ大 き

くまわす (Ct2)

14  右膝をつき、 」―D― P

《構成》

督『 is-1)2,3,4,58=2→ FiS-6→ [Fi3-7:X2→ rrg 3

○上半身は昔筋を ピンとして、脚は高いモモ上げと

機披な動 きでスマー トに踊ろう :
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Skop」 e Makedon■ a

ノト 節
1

2
3-4
5

6
7～

1-3
4

5

6

1-3
4

5

6～

Fig-1

を昴冤モ轟言テtc奢骨警馨差磐奮房λ場だ負挙3歩電縫1｀
常折」)3

1を逆足からくり変えす
1-2を繰り返す
やや右を向き左足チュクチェ(ct.1)、 右左右とLODヘ ステップ

磐遺fず彗しにLODへ 4歩ステップにヽ■23」
2-6を繰 り返す

Fig‐ 2

Fig-1の ノlヽ節 2-4に 同じ
左足チュクチェ (ct.1)、 右足やや右にステップ (ct.2)、 左足をゆつく

を三::量『事il倉:'3[;菫;:菖蒼ド理藤し1静Σこょ有F
ポーズ (cts.3,生 )
1-5を繰り返す

Fig-3

Fig,1のノト節 2-4に同じ
やや右を向いて左足ホップし右足は膝から曲げて左足の前に高くか

けるように上げる (夕 )、 右左とLODに ステップ (タ タン)、 も
う1度繰り返すが最後の呼間がやや長くなる (タ タターン)
右足を前にかけて左足ホップ (Ct。 1)、 右足その場にリープし

左足を前に膝高く上げるがこのとき円心を向く(ct。 2)、 ポーズ (cts.
3,4)

1-5を繰 り返す
※Fig-3の 最後の繰り返しは 1-3で終わる

こuこ uk#1

Rhythm:
Source:
RecOrd:
Startin
前奏 :3小節

9/16拍 子
Atanas
AK-003
g Posi

(lЪ
:LFЪ 争ヒk  lw_19 京都の講習会で

tion:男 性 T、 女性Wでのライン



Fig-4

右を自をヽて左足盤国ホップ (タ ンタ)、 右足右方ヘステップ (夕 ]、

左最さらに右方ヘステップホップ (タ ンタ)右足右ヘステップ (タ ン)
さらξこ右へ左足のステップホップ 〔タンタ)、 右足右ヘステップ 〔夕 )
左足右ヘステップ (タ ン)、 日心を向きながら右足右ヘリープ (夕 〕

左足その後ろヘステップ (タ ン)
その場で力強く (女性は少し柔らか鞠に)右足のステップホップ (夕
ンタ)、 左足その場 lt_ス テップ (夕 )、 右足その場にステップ (タ ン)、

左足その場にリープ (夕 )、 右足そ織場 :こ ステップ (タ ン)
3を進足で繰 り返す
3を繰り返す
1-5を繰 り返すっただし左足 2回 ホップではなく、左足のステップホ
ップ (タ ンタ)力 らゝはしヽる。

Fig-5  (男 性のみ、運手をとき自由にふる)

完全に右へ向き主足前進ステップ (タ ン)、 ホップして右足を繭にフ

ック (夕 )、 右足前にステップ (夕 )、 ホップして左足を前にアック

〔タン)、 左趣前‐・Lリ ープ (夕 )、 右足前ヘステップ (タ ン〕
左足大きく前ヘリープ (タ ン)、 右足ステップ左足揃えてステップ

(タ タ]、 両足で深くしゃがむ 〔タン)、 両足で立つ (タ ーン)

両足でノ]ヽさくシャープにCCWに ジャンプターン (タ ン)、 ポーズ
(タ ン)、 繭足で深くしゃがみ (タ ン)両足で立つ (ターン)
3を C爾にまわる
3を練り返す

Fig-6 (男性のみ )

1-5  Fis-4に 同じだが、連手せずに手を自由に振 りながら行う

☆ 註 薫 点 ☆

※リーダーの合図によってFigを 変える
※Fig-5、 3で 自由に手を振るとあるが、これはあくまでも自然な範囲
で.見苦しくならなしヽように。また手と足が向懇にならないように注意 c
※Fig―は、 2回続けることはあまりなしヽようだが、以後適当にFig―
6を 憲まさんで繰り返せる
豪女性はマケ ドユプのWホール ドを崩さなひように、常に抑えて控えめに
踊ること。ただしFig-4は 男性 より難やかに

＾

４

５

８

露

　

３

　

４

５
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≪そ 勢 嬢蟹 S理 。 地 筆撃 :盛饂 華錯 愛講 ≫

古代マケドニアはアレキサングー人三時代には、ギリシャ、エジプト、ベルシ

ャを含む大帝国に発展し、ヘレニズムの世界を生んだ。しかし、今彗録マケドニ

ア:こ は古の感時のような爾影賊全くなく、バノしカン3国にまたがる l後進圏‡こす
ぎない。マケドニアは 2③ 世紀初頭までトルコの支配するところであつたが、 2
度にわたるパルカン戦争 (1912・-1913)の 結果、セルビア、ギリシャ、
プルガリア舎3国ξi分割された。霧鼻―ゴ領のマケドニア共稿国 (ヴ アルダル・
マケドニア)は全地域の40%を、プルガリア髄マケドニア (ピ リン :マ ケドニ
ア)は 10%、 ギ l'シ ャ領マケドニア (エーゲ 6マケドニ

~/)が 50%を占める。

最近の動きとしては、チトー政権崩壌後に|ロユーゴの連邦制が揺らぎ始め、ベ

ルリンの璧鑽壌をきっか tず に連邦庵の各共和国の独立の動きが一気に競連した。
クロアチア、スロペニアの独立童言に続き、マケドニアでも91年に住民投票が
行われ、 98%の人々が1独立を支持、同年 9月 18日 に共和国議会をよ独立宣言を
採援、また ll月 には完全独立を宣言した。
しかし、南畿するギリシャにも北部からユーゲ海にかけて広大なマタドニアと

ぃう鐘域があるため、独立に反対され、二C諸国の承認を得るをこは至つてしヽない。



≪要轟 つ く摯 零寺 癬歌 》

了奪、
ド
重形35]子愈雪写冒霧霊岬墓麗∴鐘了畜醸暑懇墨最程誓轟奮暑墓ちf胤

つ多大な影響を及ばした`

警ξ曇壼貿雰l季薯貪言尊ぶ旗≧ヂ?主

曇言1房重借曇登撮慧看重警貫≧量5彎 ][晏事:阜冬曇言璽][言][郎 li｀

璧碕釈ふ心奮卜哀曾鵜曇告彎は8胃辱言雪聾Ψ厖邊盪麗套曾鸞重亀呻逼揚[た R｀
り警鍾『ゞ桑曇為感覚に似た動作で始まる

32を電曾Lヾ量警『蓬島思よ」正量貪
匙昌lttbllttI慮暑風ふy農昌ξlは景鯛馨霞背ぶ曇b菅守1立暑糧l夕 f∴菫ζになってくる。そして最高潮に有つて、

に、マケドニアの踊りは気力の誦中であり、全身の轟りなのである。



《 爵″ィケ
‐
ド ば窯 ア の 変 員聾才白

「
升 》

パルカン議国の中でも、マケドニアとプルガリアは変受ξ拍子の購りが多け。マケ

ドニアの変劉ξ白子は、プルカリア鍛それと比べてリズム的ξこはほとんど同じであ
るが、実際に踊 りを見るとがなり違つた部象を抱 く。こで■はoountの とりか
たの通しヽから生じるものであろう。ブルガリアの議りξまリズムとステップが直接

替TR鐘薔冒属:こ轟3て「皐禁懇l事務貪雪彊守換負f賃二まう象畳境督曇3亀拿     ・
ている場合は少な く、 1つの リズムの中のい くつかの oountが 1つのステッ
プに結びつ くという場合が多をヽ。 countも on countと いうよりはや     二
やずらし気昧にとることが多い。 (単に曲に遅れたり、早 くなったりするのでは

ない)従 ってリズムの乗 り方や間のとり方が難 しいぅ

主な リズムの制

7/4               Maskoto

7/8                  LeS議 oto系
最 も基本的な抽子であ り]こ の リズムの踊 りは非常に多い

9/8                 Cucukな ど
マケ ドニア特有の ilズムである

7/16                 Tropnalo Olo
Baba D=じ rd=a

マケ ドニアの熱 麟ヽ り

l1/16                0vcepolsko Oro
マク ドニアの kopanica    Osogovka

KalajdziSkO

3/16                 PostuPano

ヒ



う?彗曇警鼻t、ふffÅ量濃l暑≦l轟鐘試ζム贔象ざfも1∵L重蓋墨ざ婁碁進
ど面白味の増すリズムι」かつで轟る。

※ちなみに8/7抽 子のところにLesnOtO系 と書いてある海き、これはテシ

ュコト (TeskotO)と 並んでマケ ドニ,ア の画 りの中で最も代表的な覇 りで

あり、テシュコトが
鮨heaVy'(重 々しい)と いう意味々持つのに対してレ

岳(ふ電ノ:ル ;i:;ft晶 襲盪 t[ス :;R::]、 手妙 t:｀ (鵞 理瞥t!tpttil]層季斃霞眩Ъ

ストレー トダンスでプラヴォト (PraVOtO)と もいう。 PravotOは
“direct"、  `冨 traight"を 意味するo

)で男性 T、 女性W
][下撃彗奪?雪暑な量続言讐曇33プみIttF欠轟〔」u誌氏選託鶉量贔【懸タバン (Tapan)に のせて騒 られて

「雫聖早餐貫量奪尻ξヒねう多単う?参掌響撃k手奪姦¥貴 TE卑∫藤言×:軍
バニッツァ、プリュバリュホフなどである。

畳楽 器 ]
ズルナ (Zurna
ガイダ (Gajde
カヴアル 〔カヴアllb

タバン (Tapan

a loud dClub l e― read(箇 )

バグパイプ
′∫ヽ理の本管、尺八のような音

爾爾太鼓

演奏されるとき:またしヽてしヽTapanと Gajdeか らなってし`るか、もしくは
2つのZurnaと Taranか らなつているo(しかしZurnaは しばしば
クラリネットにとつて代わられている。また、ときどきDarahuk念 と呼ば
れるノ]ヽさな打楽器のみで演嚢されることもある。



H嚢 ちゆ已はR艤
Romania一 Tratts i l vatti a

Rythm14/4櫓 子
隊   形 :男性外側のダプルサークル

男女向き合い繭手を前方に伸ばしてつなぐ
(互 やヽの右手で相手の左手を起むように )

男性のチャパス I

ct.1 胸の前で拍子
卜 右足騒より下をCCWに 回すようにして上げて、右足で右足ブーツのか
かとの外側をたたく (左の動足 :よ少しリフトする )

ct,建  右足その場にステップ
ト 左足膝より下をCWに回すようにして上げて、左手で左足ブーツのかか
との外側をたたく (右磯軸足は少しリフトする )

ct。 3 左足そめ場にステップ
ト 左手で左足もも斜めの外側をたたく。 (右手 |ま上に上げ、右足も上に上
げ輸絡ること}

ct,4 左足を少しリフ トして右足を上 :こ あげ、右手でプーツの時側をたたく
卜 右足そのまま真下に下ろす

男性のチャパス コ

ct.1 左手で左足もも斜め外側をたたく (右手を上に上げ始める)
卜 みぎあしひざよりしたをCCWに 回すように上げ、右プーツのかかとを
たたく

ct.量  右足その場にステップ
ト 主足ステップ

ct.3.～ 4卜   ct.l～ 2卜 を繰り返す

男性のチャパス ニ

ct.l L O p ellに ジャンプしながら駒の前で拍手
卜 両手で両鍵をたたく

ct.2 胸の前で推手
卜 両手で両ブーツの内側をたたく

ct,3 ct.1～ 2卜 をRLO》 鰯に繰 り返す
～ 4ト
(注 ) 前憧して行うが、鰻は常に正面

※ チャバスlut、 手でたたくとは言つても手を動かすのではなく、できるだLす手
のあるところ:こ足をぶつけるとしヽう感 じでやるとよしヽ。



小 節

l

つ

3～ 4
5

Fig― l

男性右足、女性左足よりLODヘステップ・夕壼―ズ童園 (ct.1～ 4卜〕
逆足より同様にRLOD:こ繰り返す

書言][恣|[[曇事:も‡i奮禽[曇璽i:;T[警祗[讐III左右

桑曇El言不言璽l督島言撃誓:当]曇‡if」 7ど
菫]レーン

小節 6を逆に繰り返す
小節 6を繰り返す

７

８

9～18 ′1ヽ節 5～ 8・t・遂黒から逆に繰り返す

Fig-2

l  RLO⊃ ・plの運手をといて、男女ともその場で右 (Ct.1)左 (ct。 卜}右 (Ct。 2)
とステップ。な足を右足の綾にヒールタツプ (ct,卜 )

(連手は振り子のように振って、
il撃 3響 :こ雪聾通し_rL7タ ップ (凛 ,卜 )

菱量薫墨翻糧壼t膏贔Ъ鼻し増‡晟午をcc警にと_ルターン2回2  男性は 1を繰り返す8女性は覇
3～ 4 1～ 2を練り返す
5  男女とも右足よう4歩 (l呼間に 1歩)でそれぞれCWきこ半回転しながら

二]纂事]じう鰭理言猛『婁l:穐亀奥まれ轟冨象最碧竃量迅身をグ基撃導名
ブーツのかかとをたたく (門心を向かつてたたくこと)

6  男女とも右足より8歩でCCWに ウオークターンで回る。



Fig-3 男性

1～ 4 チャパス ]を 4回行う
5～ 7 チャパス 1を 3圏行う。このときそヽの場でCCW苺こl回転
8  チャパス 1をおこなうが、ct.4卜 で右足を下ろさずにホール ド
9-・ 11チ ャパス■を思圏行う
12  その場で拍手 tct.鋤 、両足プーツの内側をたたく (ct.い 、以上を繰り運す   ら
(ct.2,卜 )。 体を起こしつつ右足を繭に上げる (ct.3)、 右手で右足プーツの

内側きたたく (ct.4)

Fig-3 女性

l-4 両手を順にとつ (四指前方 )、 同心向きで男性の後うに入り込むよう:こ し
て 2理のステップクローズを右足よう2往復伽 なヽがら次第に離れる。

5  右足右にバランスして、止体は右へ向ける (ct.1,2)
左足右にバランスして、上体は左へ向ける {ct.1,2)

6  4時 間使つて右左右と3歩ステップしてCWに 1回転
(注 )こ の 3歩は余り離れるとおかしいので、右足の近くにステツプ

7～ 3 5～ 6の逆を左足より繰 り返す
9-10 3～ 6を繰り返すカミ、CWへ 1回転するとき

'こ

右左右左と4歩ステップし
て踏み変えをする。

11～ 12 右足から、プーステップ4画を使い男性の内側む遍つて繭進し男性と向か
い合う {ツーステップでもぴょこぴょこと)

Fig-4

量～12 Fig-2を 2回繰り返すが、 2目 目のウォークターンの最後には爾心を
向い
‐
t‐男性右手、女性左手を方の高さに広げて聞き、足は手と目じ鋼をフ

ラットで斜絢に出す。注 〔忠ではなやヽ)、 正面で終われるように園転に注

意する。
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